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令和元年６月井手町議会（定例会）会議録（第２号）  

 

招集年月日  

     令和元年６月２８日  

招集の場所  

     井手町役場議場  

開閉会日時及び宣告  

     開会  令和元年６月２８日午前１０時００分  議長  岡田久雄  

     閉会  令和元年６月２８日午前１１時０４分  議長  岡田久雄  

応招議員  

       １番  脇本  尚憲       ２番  谷田  利一  

       ３番  西島  寛道       ４番  岡田  久雄  

       ５番  古川  昭義       ７番  丸山  久志  

       ８番  中坊   陽        ９番  谷田みさお  

       10番  木村  武壽  

不応招議員  

       な   し  

出席議員  

       １番  脇本  尚憲       ２番  谷田  利一  

       ３番  西島  寛道       ４番  岡田  久雄  

       ５番  古川  昭義       ７番  丸山  久志  

       ８番  中坊   陽        ９番  谷田みさお  

       10番  木村  武壽  

欠席議員  

       な   し  

会議録署名議員の氏名  

       ５番  古川  昭義       10番  木村  武壽  

本会議に職務のため出席した者の職氏名  

 議 会 事 務 局 長 野﨑  裕美      議 会 書 記 坂井幸一郎  

 議 会 書 記 梶田  篤志      議 会 書 記 仁木   崇   

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見  明男      参 与 島田  智雄  
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 教 育 長 松田   定       理事兼総務課長事務取扱 脇本  和弘  

 理事兼地域創生推進室長事務取扱 眞木  伸浩      理事兼建設課長事務取扱 西田  哲弥  
 
                    学 校 教 育 課 長 ・  理事兼上下水道課長事務取扱 中島  一也               高江  裕之  
                    自然休養村管理センター館長兼務 
 

 企 画 財 政 課 長 花木  秀章      税 務 課 長  乾   浩朗  

 会計管理者・会計課長兼務 光田  恵理      住 民 福 祉 課 長 中坊  玲子  

 保 健 医 療 課 長 中谷   誠       高 齢 福 祉 課 長 寺井  佳孝  
 
 保健センター所長・           小山   烈       産 業 環 境 課 長 菱本  嘉昭  
 地域包括支援センター所長兼務 
 

 上 下 水 道 課 参 事 森田   肇       同和・人権政策課長 西島  豊広  
 
 いづみ人権交流センター所長・           社 会 教 育 課 長 ・           木田ゆかり               平間  克則  
 いづみ児童館長兼務           山吹ふれあいセンター所長・図書館長兼務 
 

 学校給食センター所長 奥山  英高  

議事日程  

     別紙のとおり  

会議に付した事件  

     別紙のとおり  

会議の経過  

     別紙のとおり  
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令和元年６月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第２号〕 

令和元年６月２８日（金）午前１０時開議  

 

第１  会議録署名議員の指名  

第２  議案第 19号  選挙長等の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例制定の件  

第３  議案第 20号  京都地方税機構規約の変更について  

第４  議案第 21号  令和元年度井手町一般会計補正予算（第１回）  

第５  議案第 22号  令和元年度井手町介護保険特別会計補正予算（第１回）  

第６  平成３０年度城南土地開発公社（第１回）補正事業計画に関する報告書、

並びに平成３１年度城南土地開発公社事業計画に関する報告書について  

第７  議員派遣の件  

第８  閉会中の継続調査の申し出について  
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議事の経過 

 

議長（岡田久雄）   皆さん、おはようございます。早朝よりのご参集、ご苦

労さまでございます。  

 ただいまから、令和元年６月井手町議会定例会を再開し、直ちに本日の会

議を開きます。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、５番、古川昭義

議員、１０番、木村武壽議員を指名いたします。  

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の順序の議席の方にお願いい

たします。  

 次に、日程第２、議案第１９号、選挙長等の報酬および費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   脇本総務課長。  

理事（脇本和弘）   それでは、議案第１９号、選挙長等の報酬および費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例制定の件についてご説明申し上げます。 

 選挙長等の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を別紙

のように定める。  

 なお、今回の改正につきましては、国会議員の選挙等の執行経費の基準に

関する法律及び公職選挙法の一部を改正する法律が本年５月１５日に施行さ

れたことに伴い、本条例において当該法律に準拠している箇所について、所

要の改正をするものであります。  

 それでは、２ページ、新旧対照表にてご説明申し上げます。選挙長等の報

酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表であります。 

 例規ページ数１２９３ページ、第２条、選挙長等の報酬額の規定でござい

まして、投票所の投票管理者、従前１万２，６００円を１万２，８００円に、

期日前投票所の投票管理者１万１，１００円を１万１，３００円に、開票管

理者及び選挙長の１万６００円を１万８００円に、投票所の投票立会人１万

７００円を１万９００円に、期日前投票所の投票立会人９，５００円を９，

６００円に、開票立会人、選挙立会人８，８００円を８，９００円に改める
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ものであります。  

 １ページをごらんください。附則でございます。  

 この条例は、公布の日から施行する。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   法律の改正に伴うものということですけれども、その

額は、こうやって条例で決めてるんですけど、全国一律なのかどうか。都市

部で非常に投票人の多いところと郡部で同じなのか。それと、繰り上げで投

票時間が短くなったりするようなところでも、投票の立会人とかは一緒なの

か。  

 それと、人数の基準というのはそれぞれどうなっているのか。特に期日前

投票所というのは、これ、何時から何時まででこれだけの額なのか。何人、

期日前投票所に立会人がいないといけないというような決まりになっている

のかお尋ねします。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   脇本総務課長。  

理事（脇本和弘）   谷田みさお議員のご質問にお答えいたします。  

 まず、金額については、法律で定めておりますので、これは一律でござい

ます。ただ、時間の短い、長い、離島とかで早く選挙が終わるところについ

ての報酬については、私どもは把握しておりません。  

 あと、期日前投票所につきまして、そちらの時間につきましては、朝８時

半から夜の８時まで、立会人はお二人、管理者が１人ということで今は私ど

も、それは最低ラインなんですけども、そちらで事務をお願いしてるという

ところでございます。  

 以上です。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで質疑を終わります。  
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 これから討論を行います。  

 討論ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   討論なしと認めます。したがって討論を終わります。  

 これから、議案第１９号、選挙長等の報酬および費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例制定の件を採決します。  

 議案第１９号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（岡田久雄）   挙手全員です。したがって、議案第１９号は原案のとお

り可決されました。  

 次に、日程第３、議案第２０号、京都地方税機構規約の変更についてを議

題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   乾税務課長。  

税務課長（乾  浩朗）   それでは、議案第２０号、京都地方税機構規約の変

更についてご説明申し上げます。  

 地方自治法第２９１条の３第１項の規定により、京都地方税機構規約を別

紙のとおり変更することについて、同法第２９１条の１１の規定により議会

の議決を求める。  

 なお、今回の変更につきましては、京都地方税機構が処理する事務に新た

に固定資産税の償却資産に係る申告書の受付事務等を追加するとともに、平

成２８年度及び平成３１年度税制改正に対応する事務を行うことに伴う規約

の変更であります。  

 それでは、３ページの新旧対照表にてご説明申し上げます。京都地方税機

構規約の一部を変更する規約新旧対照表であります。なお、この表につきま

しては、京都地方税機構の規約変更案に基づいて作成しておりまして、現行

が左側の欄、変更が右側の欄となっております。  

 それでは、第４条、広域連合の処理する事務の規定でありまして、第１号

におきましては、「地方法人特別税等に関する暫定措置法第１０条」を「特別

法人事業税及び特別法人事業譲与税に関する法律第８条」に、「地方法人特別

税」を「特別法人事業税」に改めるものでありまして、法改正に伴い、府税
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の法人事業税と合わせて徴収されております国税の地方法人特別税が、本年

１０月１日以後に開始する事業年度分からは特別法人事業税に改めることに

伴う条文の整備であります。  

 次に、第２号におきましては、地方税法の改正に伴い、本年１０月１日か

らの自動車税及び軽自動車税における環境性能割、種別割の導入に伴う所要

の改正であります。  

 次に、今回新たに第３号として、京都地方税機構が処理する事務に固定資

産税の償却資産に係る申告書等の受付事務等の規定を追加するとともに、新

たに第３号を追加したことに伴い、旧の第３号から第６号までをそれぞれ１

号ずつ繰り下げる条文の整備であります。  

 次のページをお開きください。  

 次に、第５条、広域連合の作成する広域計画の項目の規定でありまして、

今回前条に新たに第３号を追加したことに伴う条文の整備であります。  

 次に、別表の規定であります。今回新たな事務を追加することに伴う負担

金の規定を追加するものでありまして、表中第４項に、新たに、第４条第３

号に掲げる事務に要する経費として、固定資産税の償却資産に係る事務経費

における負担金の規定を追加するものであります。なお、負担区分につきま

しては、既に実施しております法人及び軽自動車の事務に係る市町村の負担

金と同様に、基本負担額を経費の１００分の５、人口割を１００分の４７．

５とし、応益性を反映する指標として、納税義務者数割額を１００分の４７．

５の６分の５に、調定金額相当額割額を１００分の４７．５の６分の１の割

合に定めるものであります。  

 次に、別表の旧の第４条、上記以外の経費の規定でありまして、「及び第２

号」を「から第３号まで」に改め同項第５項とするものでありまして、今回

新たに第４条第３号の規定を追加したこと及び別表に新たに第４項の規定を

追加したことに伴う条文の整備であります。  

 次のページをお開きください。  

 次に、備考の規定でありまして、備考の３の次に備考の４として、新たに、

第４項に規定する納税義務者数及び償却資産に係る固定資産税の調定金額に

相当する額の算定方法その他必要な事項は、広域連合長が別に定めるを規定

するものであります。  

 それでは、２ページに戻っていただきまして、附則であります。  
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 第１項、施行期日の規定でありまして、この規約は、総務大臣の許可の日

から施行する。ただし、第４条第１号及び第２号の改正規定は、令和元年１

０月１日から施行する。  

 次に、第２項から第５項までにつきましては、経過措置の規定であります。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   ９番、谷田です。  

 ３ページですけれども、新たに固定資産税の中の償却資産にかかわる仕事

をまた機構の方でやるということで変更があるんですけど、３ページの３号

に書かれていることですけど、市町村が価格を決定する償却資産とあります

から、価格の決定は町がこれまでどおりやるわけですね。その後ずっと見て

いくと、当該償却資産に係る価格等の算定及び調査並びにこれらに関連する

事務をやると書いてあるんです。価格を決定するのはうちやけれども、算定

とかは機構がやるのはどういうことなんですか。  

 これ、新しい仕事がふえるわけですから、機構の方の職員体制はどのよう

に変わるんでしょうか。その仕事をするための人員をふやさはるのかどうか。 

 町の方としてはどうなのか。これまでその仕事を町がやっていた。税務課

の職員でそれをやらなくて済むようになるからといって、また職員体制に変

更があるのか。  

 それと、償却資産ですけれども、町内で償却資産というものが一体何件、

幾らぐらい今、課税されてるのか。それが全て機構の方に移るのかというこ

とをお尋ねします。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   乾税務課長。  

税務課長（乾  浩朗）   ただいまのご質問にお答えいたします。  

 課税決定というのは、町の方が課税権を持ってますので行いますけども、

算定という文言につきましては、いわゆる評価額及び課税標準額の算定、税

額計算するまでの段階の数値を申告書に基づいて税機構の方が算定される。
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その算定データをもとに町の方が課税するといった形になるものと聞いてお

ります。  

 職員体制につきましては、機構の方で予定されてる状況ですけども、令和

２年度に税機構に償却資産の課税事務を行います、仮称ですけども、償却資

産申告センターというのが設置される予定でありまして、そこの職員体制に

つきましては、現在６名を予定されているということです。執行場所につき

ましては、税機構の事務局内に設置される予定ということで伺っております。

共同化における６名の職員につきましては、基本的には納税義務者の多い団

体や課税額の大きい団体から派遣いただくということが理にかなっていると

いうふうに考えられてるんですけども、機構全体の徴収業務も含めた派遣職

員の全体の執行体制の見直しというのも視野に入れながら現在進められてる

という状況と伺っております。  

 それと、町の方につきましては、共同化になったからといって単純に職員

の減になるかというのは、現在のところ、そのようにならないのかなという

ふうに思ってますけど、今後それも共同化の事務の進捗といいますか進行状

況によって検討していくことになるかと考えております。  

 課税件数ですけども、現在、償却資産の方の課税件数ですけども、約１１

０件ほど課税している状況となっております。  

 以上です。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   償却資産の額も尋ねたので調べていただきたいと思う

んですけど、課税権はあくまで町がある、それはもちろんそうなんですけど、

それで、こちらで価格を決定するけれども、課税標準の算定は機構がやると

いうことであると、課税権限のうちの一部が機構に移るということにはなら

ないんですか。価格を決めても課税標準に基づいて税額が決まるわけですか

ら、課税標準の決め方というのを機構の方にお任せするということになると、

そうなるんじゃないかと。  

 それと、ただでも少ない職員でやってるわけで、いろいろとそういう、わ

ずか１１０件やけれども、償却資産の価格決定とか算定とかの事務を町でや

らなくなるということになると、やっぱりそこを専門的にわかる職員がいな
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くなる。課税権は町にあるといっても、じゃ、住民の方から不満とか出てき

た場合とか、いろいろ相談に乗るということになっても、専門的なことをわ

かる職員が、そうやってどんどんどんどん機構に仕事を移していくと、いな

くなって、課税の権限にもかかわってくるんじゃないかと思うんですけれど

も、その点はいかがですか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   乾税務課長。  

税務課長（乾  浩朗）   ただいまのご質問にお答えします。  

 評価額、課税標準額の算定の部分というのが機構の方でということで先ほ

ど答弁させていただきましたけども、償却資産というのは申告に基づいて課

税をしますので、その申告データに基づいて評価額及び課税標準額が算定さ

れてくるというものになりますので、あくまで、そのもとになるデータ作成

というところになります。最終的には町がそのデータを確認しながら課税決

定を行っていくということになりますので、あくまで課税事務の行う一部、

課税決定する前の段階の部分について、機構の方が共同事務で行っていただ

くということになっております。  

 次に、窓口の対応とかの関係なんですけども、償却資産申告書を事業所の

方から提出されることになりますけども、基本は今回税機構の方で設置され

る申告センターの方で一旦受け付けられて、それに対応する問い合わせ等は

税機構の方が原則的にはやっていただくという形にもなりますけども、町の

方でも申告書を提出いただくことは可能です。町の方でもお受けすることが

できますし、当然、償却資産に関する課税決定につきましては町の方で行い

ますので、それに伴う職員というのは必要になるかと思いますので、対応等

も税務課の方での対応ということで考えております。  

 償却資産の課税額、今年度、令和元年度の当初課税のベースの金額で申し

ますと、約１億円となっております。  

 以上です。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

 討論ありませんか。  
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     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）  ９番、谷田みさおです。反対の立場で討論を行います。  

 ただいま議題となっております京都地方税機構規約の変更についてであり

ますが、この地方税機構は、設立されたときの趣旨としては、徴収率を向上

する、徴収事務を共同化してコストを削減する、人員を削減するということ

が主な設立趣旨だったと思います。ところが、だんだんと年を重ねていくに

つれて、課税そのものにかかわるような事務の方もどんどん移行されていっ

ています。課税自主権はあくまで町から外れるものではないというものの、

課税額にかかわる直接の事務等が機構の方に移ることによって、やはり課税

自主権を侵害する内容になっていっているのではないかと危惧をいたします。

特に本町のような小さな町でこのように共同化が進みますと、職員の中から

その事務に関する意識が薄らぐというか、勉強もする機会もなくなってくる

というような形で、いろいろ住民の方から相談を受けても本当に答えられる

んだろうかという危惧がいたします。  

 あくまで課税自主権を町で維持していく上では、課税にわたる権限はもち

ろん、徴収に当たっても努力すればやれる範囲というのがあるわけで、それ

を町でやれないということはないと思いますから、税機構の仕組みそのもの

にも反対ですし、今回新たに償却資産の事務をつけ加えるということについ

ても反対なので、議案に反対します。  

議長（岡田久雄）   ほかに討論ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで討論を終わります。  

 これから、議案第２０号、京都地方税機構規約の変更についてを採決いた

します。  

 議案第２０号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（岡田久雄）   挙手多数です。したがって、議案第２０号は原案のとお

り可決されました。  

 次に、日程第４、議案第２１号、令和元年度井手町一般会計補正予算（第

１回）を議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  
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     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   花木企画財政課長。  

企画財政課長（花木秀章）   それでは、議案第２１号、令和元年度井手町一

般会計補正予算（第１回）につきましてご説明申し上げます。  

 令和元年度井手町の一般会計補正予算（第１回）は、次に定めるところに

よる。  

 第１条、歳入歳出予算の補正の規定でございます。既定の歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ７，４１５万９，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４１億４，２１５万９，０００円とする。２項、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。  

 第２条、地方債の補正の規定でございます。地方債の追加及び変更は、第

２表地方債補正による。  

 それでは、３ページをごらんください。第２表地方債補正でございます。  

 起債の目的、１目土木施設整備事業債、今回１，１８０万円を追加し、限

度額を１億４５０万円とするものであります。２目消防防災施設等整備事業

債、今回１，７００万円を追加し、限度額を３，１００万円とするものであ

ります。４目総務施設整備事業債、前回まで累計ございません。今回新たに

１４０万円を計上し、限度額を１４０万円とするものであります。５目民生

施設整備事業債、前回まで累計ございません。今回新たに４０万円を計上し、

限度額を４０万円とするものであります。なお、起債の方法、利率、償還の

方法につきましては、従前と変わりございません。  

 次に、７ページをごらんください。歳入歳出補正予算事項別明細書にてご

説明申し上げます。  

 歳入であります。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費負担金、

今回２６５万２，０００円を追加し、計１億８，３６６万５，０００円、社

会福祉費負担金の２６５万２，０００円であります。  

 ２項国庫補助金、２目民生費補助金、今回１，４３２万５，０００円を追

加し、計２，８１５万２，０００円、社会福祉費補助金の１，３８１万３，

０００円、児童福祉費補助金の５１万２，０００円であります。４目土木費

補助金、今回１，３４４万円を追加し、計１億３８７万２，０００円、道路

橋梁費補助金の１，３４４万円であります。  
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 １５款府支出金、１項府負担金、１目民生費負担金、今回１３２万６，０

００円を追加し、計９，２０６万２，０００円、社会福祉費負担金の１３２

万６，０００円であります。  

 ２項府補助金、２目民生費補助金、今回１７万２，０００円を追加し、計

５，３７７万３，０００円、社会福祉費補助金の１７万２，０００円であり

ます。  

 ３項府委託金、４目教育費委託金、今回４７万円を追加し、計５４万６，

０００円、小学校費委託金の２８万円、中学校費委託金の１９万円でありま

す。  

 次のページをごらんください。  

 １７款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金、今回９万７，０００円を追

加し、計９万８，０００円、一般寄附金の９万７，０００円であります。４

目教育寄附金、今回２０万円を追加し、計２０万３，０００円、社会教育費

寄附金の２０万円であります。  

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、今回７１０万７，０００円を追

加し、計１，２１０万７，０００円、前年度繰越金の７１０万７，０００円

であります。  

 ２０款諸収入、４項雑入、３目雑入、今回３７７万円を追加し、計２，３

５２万６，０００円、雑入の３７７万円であります。  

 ２１款町債、１項町債、１目土木施設整備事業債、今回１，１８０万円を

追加し、計１億４５０万円、道路橋梁整備事業債の９６０万円、都市計画整

備事業債の２２０万円であります。２目消防防災施設等整備事業債、今回１，

７００万円を追加し、計３，１００万円、消防防災施設等整備事業債の１，

７００万円であります。４目総務施設整備事業債、前回まで累計ございませ

ん。今回新たに１４０万円を計上し、計１４０万円、総務施設整備事業債の

１４０万円であります。５目民生施設整備事業債、前回まで累計ございませ

ん。今回新たに４０万円を計上し、計４０万円、社会福祉施設整備事業債の

４０万円であります。  

 歳出であります。２款総務費、１項総務管理費、３目財政管理費、今回５

３０万４，０００円を追加し、計５億５，４９０万３，０００円、財源内訳

といたしまして、国・府支出金の３９７万８，０００円、一般財源の１３２

万６，０００円であります。繰出金の５３０万４，０００円であります。５
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目財政管理費、今回１４３万円を追加し、計２，２９９万４，０００円、財

源内訳といたしまして、地方債の１４０万円、一般財源の３万円であります。

委託料の１３万円、工事請負費の１３０万円であります。９目まちづくり推

進費、今回１７９万円を追加し、計９６８万９，０００円、財源内訳といた

しまして、一般財源の１７９万円であります。報償費の３０万２，０００円、

旅費の４万８，０００円、需用費の１０万円、役務費の８４万円、委託料の

５０万円であります。１２目ふるさと応援基金費、前回まで累計ございませ

ん。今回新たに９万７，０００円を追加し、計９万７，０００円、財源内訳

といたしまして、その他の９万７，０００円であります。積立金の９万７，

０００円であります。  

 ３項住民基本台帳費、１目住民基本台帳費、今回４９万７，０００円を追

加し、計１，６５６万３，０００円、財源内訳といたしまして、一般財源の

４９万７，０００円であります。委託料の４９万７，０００円であります。  

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、今回１，３８１万３，

０００円を追加し、計３億５，４７８万５，０００円、財源内訳といたしま

して、国・府支出金の１，３８１万３，０００円であります。職員手当の２

６万３，０００円、賃金の８万６，０００円、需用費の１８万円、役務費の

９８万４，０００円、委託料の２３０万円、負担金補助及び交付金の１，０

００万円であります。  

 次のページをごらんください。２目老人福祉費、今回４８万９，０００円

を追加し、計７，００８万２，０００円、財源内訳といたしまして、地方債

の４０万円、一般財源の８万９，０００円であります。委託料の４万５，０

００円、工事請負費の４４万４，０００円であります。５目いづみ人権交流

センター運営費、今回２３万円を追加し、計３，５５３万２，０００円、財

源内訳といたしまして、国・府支出金の１７万２，０００円、一般財源の５

万８，０００円であります。需用費の２３万円であります。  

 ２項児童福祉、２目保育園運営費、今回５１万２，０００円を追加し、計

２億１，８７２万１，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の

５１万２，０００円であります。負担金補助及び交付金の５１万２，０００

円であります。  

 ７款商工費、１項商工費、２目観光費、今回１２７万円を追加し、計１，

３６２万円、財源内訳といたしまして、その他の１２７万円であります。負
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担金補助及び交付金の１２７万円であります。  

 ８款土木費、２項道路橋梁費、２目道路新設改良費、今回１，５００万円

を追加し、計３億２，３４０万５，０００円、財源内訳といたしまして、国・

府支出金の７６６万５，０００円、地方債の５８０万円、一般財源の１５３

万５，０００円であります。委託料の８００万円、工事請負の７００万円で

あります。３目橋梁維持費、今回１，１３０万円を追加し、計１，１４９万

７，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の５７７万５，００

０円、地方債の３８０万円、一般財源の１７２万５，０００円であります。

委託料の３５０万円、工事請負費の７８０万円であります。  

 ４項都市計画費、２目公園費、今回２２５万７，０００円を追加し、計１，

２２８万４，０００円、財源内訳といたしまして、地方債の２２０万円、一

般財源の５万７，０００円であります。委託料の２０万６，０００円、工事

請負費の２０５万１，０００円であります。  

 ９款消防費、１項消防費、３目消防施設費、今回７００万円を追加し、計

２，３２５万６，０００円、財源内訳といたしまして、地方債の７００万円

であります。工事請負費の７００万円であります。４目災害対策費、今回１，

０００万円を追加し、計１，５０９万４，０００円、財源内訳といたしまし

て、地方債の１，０００万円であります。工事請負費の１，０００万円であ

ります。  

 １０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、今回２０万円を追加し、

計６，８５３万９，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の２

０万円であります。役務費の２０万円であります。  

 ２項小学校費、２目教育振興費、今回１８万円を追加し、計２，５３７万

８，０００円、財源内訳といたしまして、国・府支出金の１８万円でありま

す。報償費の１１万８，０００円、旅費の１万２，０００円、需用費の５万

円であります。  

 次のページをごらんください。３項中学校費、２目教育振興費、今回９万

円を追加し、計２，１１９万８，０００円、財源内訳といたしまして、国・

府支出金の９万円であります。報償費の５万円、旅費の５，０００円、需用

費の２万１，０００円、役務費の１万４，０００円であります。  

 ５項保健体育費、１目保健体育総務費、今回２７０万円を追加し、計１，

２０８万４，０００円、財源内訳といたしまして、その他の２７０万円であ
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ります。需用費の２０万円、負担金補助及び交付金の２５０万円であります。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   続いて、主な事業の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   西田建設課長。  

理事（西田哲弥）  それでは、令和元年度井手町一般会計補正予算（第１回）

に計上した事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次のページに工

事箇所を添付しておりますので、あわせてご参照願います。  

 図面対象番号①、事業名、役場庁舎ブロック塀改修、事業費１４３万円、

財源内訳としまして、地方債の１４０万円、一般財源の３万円、事業概要と

しまして、Ｌ＝１５．７メートル、Ｈ＝１．１メートルから２．２メートル

であります。  

 図面対象番号②、事業名、老人福祉センター賀泉苑ブロック塀改修、事業

費４８万９，０００円、財源内訳としまして、地方債の４０万円、一般財源

の８万９，０００円、事業の概要としまして、Ｌ＝５．６メートル、Ｈ＝１．

０メートルから１．６メートルであります。  

 図面対象番号③、事業名、町道１号線道路改良、事業費８００万円、財源

内訳としまして、国・府支出金の４２０万円、地方債の３４０万円、一般財

源の４０万円、事業の概要としまして、Ｌ＝２００メートルであります。  

 図面対象番号④、事業名、町道３号線道路改良、事業費７００万円、財源

内訳としまして、国・府支出金の３４６万５，０００円、地方債の２４０万

円、一般財源の１１３万５，０００円、事業の概要としまして、Ｌ＝１，０

００メートル、全体計画であります。  

 図面対象番号⑤、事業名、橋梁長寿命化事業、事業費１，１３０万円、財

源内訳としまして、国・府支出金の５７７万５，０００円、地方債の３８０

万円、一般財源の１７２万５，０００円、事業の概要としまして、橋梁補修

１橋、橋梁点検１０橋であります。  

 図面対象番号⑥、事業名、北猪ノ阪児童遊園ブロック塀改修、事業費２２

５万７，０００円、財源内訳としまして、地方債の２２０万円、一般財源の

５万７，０００円、事業の概要としまして、Ｌ＝１９．２メートル、Ｈ＝１．

７８メートルであります。  

 図面対象番号⑦、防火水槽設置、事業費７００万円、財源内訳としまして、
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地方債の７００万円、事業の概要としまして、１カ所であります。  

 図面対象番号⑧、事業名、防災広場整備、事業費１，０００万円、財源内

訳としまして、地方債の１，０００万円、事業の概要としまして、１カ所で

あります。  

 以上、簡単ではございますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   中坊議員。  

８番（中坊  陽）   ８番、中坊です。  

 今回、ブロック塀改修３カ所されますけども、公共施設のブロック塀は、

改修予定はほかはないのか、これで全部なのかお聞きします。  

 それと、１０ページの商工費、地方創生に向けて“がんばる地域”応援事

業助成、この事業内容と助成先をお聞きします。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   脇本総務課長。  

理事（脇本和弘）   中坊議員のご質問にお答えいたします。  

 ブロック塀の今回の予算計上させていただいてる件でございますけれども、

ブロック塀につきましては、施設がありまして、実は１４カ所ございます。

その中で、専門家に見ていただきまして、対応すべきところというところを

今回計上させていただいてるということです。中には全然対応を何もしなく

ていいというブロック塀もございますので、そういうものはなぶってないと

いうふうなことでございますので、今回対応が必要な箇所について予算計上

させていただいてるということでございます。  

 以上です。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   眞木地域創生推進室長。  

理事（眞木伸浩）   地方創生に向けて“がんばる地域”応援事業助成の概要

についてお答えいたします。  

 本事業は、一般社団法人地域活性化センターによる平成３１年度の助成事

業でございまして、井手町商工会青年部が産官学若者連携による井手グルメ
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発信プロジェクトとして事業申請を行い、ことしの３月１８日に採択を受け

たものでございます。事業内容といたしましては、井手町商工会青年部が開

発したご当地グルメでございます井手グルメや「むすび家ｉｄｅ」において

昨年度末に新たに開設した町屋カフェ、「むすび家カフェ」のＰＲを図るため、

井手町商工会青年部が京都産業大学井手応援隊との連携により「むすび家カ

フェ」を拠点とした井手グルメを発信するためのグルメイベントや地元小中

学生向けの各種イベント等を行うものでございます。  

 以上です。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   先ほどのブロック塀ですけれども、非常に費用が少な

いと思うんですけれども、これでちゃんと撤去だけじゃなくて新たなブロッ

ク塀にかわるフェンス等、これ、設置できるという予算なんですか。ブロッ

クにかわるものは、どういうものをつくろうとされてるのかお尋ねします。  

 それと、１０ページですけど、町道１号線、３号線、橋梁の長寿命化事業

とありますが、１号線については、この補正は、８００万円は委託料のみと

いうことですから、これから設計しはるということですけど、どのように改

良していくのか。拡幅するのか、側溝があると思うんですけど、溝というか

水路はどうされるのか、将来的にどのように改良される計画なのかお伺いし

ます。  

 それと、町道３号線ですが、これ、ずっと続いているわけで、今回の補正

予算ではどのような工事をするのか。  

 それと、３号線にかかわって、ずっと長期にわたって通行どめが続いてお

ります。看板を見ますと、令和２年３月末か、書きかえられているんですけ

れども、工事がそこまで継続するとしても、一部通行できるようにはできな

いのかと住民の方から強く要望がありまして、図書館に行くにも休養村に行

くにもいろんな行事で行くにもグラウンドゴルフに行くにも、ずっと遠回り

しないといけない、多賀地区の方は。道路の工事にある程度めどがついて、

通行に危険がない状態になれば、当然通れるようにしてほしいと思うわけで

すけれども、工事が終了するまで通行できないということなのか、検討して

もらえる余地があるのかお尋ねします。  
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 橋梁の長寿命化で、事業説明を見ますと、補修が１橋で点検が１０橋とな

っていますが、位置図で５番と出ているのは、これ、宮ノ后橋という南部の

橋ですけれども、これを補修するという理解でいいのか。宮ノ后橋について

は、去年も隅切りの部分が浮いてしまってるということで直したんです。今

回、本格的に橋梁を全部補修するということなのか。あそこはあの１カ所し

か地域外へ出ていく道がありませんので、もし橋梁を本格的に補修するとな

れば、代替橋をつくってもらわないと生活に支障が出るんです。こんな予算

で代替橋まで補償されてると思えないんですけれども、どうなんでしょうか。 

議長（岡田久雄）   谷田議員、そこまでにしておいて。  

９番（谷田みさお）   橋梁の長寿命化までね。点検する１０橋というのは地

図上には示されていませんが、どのあたりのどの橋なのかをご説明をお願い

します。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   脇本総務課長。  

理事（脇本和弘）   谷田みさお議員のご質問にお答えします。  

 ブロック塀の関係でございますけれども、今回撤去してブロック塀にかわ

る、現在のところ、メッシュフェンスを設置の予定をしているというところ

でございます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   西田建設課長。  

理事（西田哲弥）   それではご質問にお答えいたします。  

 まず町道１号線でございます。町道１号線については、全幅６メートルの

道路に拡幅するということで、水路等も老朽化しておりますので、その辺の

補修もあわせて今年度、道路詳細設計等を委託しまして、検討を進めるとい

うところでございます。  

 続きまして、町道３号線でございます。当初予算でも３，６００万円の予

算を計上させていただいております。引き続き進めるために、国の内示に合

わせて予算の補正を行うものでございまして、工事の方につきましては、引

き続き、交差点以外のところについては、ほぼ道路の方、舗装以外概成をし

ておりまして、引き続き今年度も側溝工事、歩車道境界ブロックなどの工事

を行いまして、長期間通行どめをしておりますけども、看板の方に令和２年

３月ということで書かせていただいてます。そこまでにできるだけ早く通行
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どめを解除できるよう、引き続き工事の方は進めていきたいというふうに考

えております。  

 続いて、橋梁長寿命化の部分でございます。図面の方には宮ノ后橋を補修

の部分を上げさせていただいております。補修については、今年度の補正内

容につきましては、高欄の方が老朽化してますので、高欄と橋面のクラック

補修、それと桁の塗りかえというのを予定しておりまして、特段通行どめを

してというようなことについては、何とか避けてやりたいというふうに考え

ておるところでございます。  

 それと、橋梁点検の関係でございます。今年度１０橋ということで、多賀

地区の方につきましては梅渓橋、北口橋、庵垣内橋、宮ノ前橋、それと、井

手地区の方につきましては下中川橋、山吹橋、橋ノ本橋、山吹歩道橋、蛙橋、

橋本橋、以上１０橋の方を予定しております。  

 以上でございます。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   ３号線ですけど、工事を早くしてもらう、それはもち

ろんなんやけども、工事が完了しなくても、安全に支障がなければ通れるよ

うにはできないのかと。工事が早く終わって、令和２年の３月３１日以前に

工事が終われば、当然それは通れるようにしてもらうということやけれども、

一部だけでも、歩行者だけでも通れるとかバイクだけでも通れるとか、そう

いうことにはできひんかということを住民の方から強く言われておるんです

が、どうでしょうか。  

 それと、別の質問で、９ページ、プレミアム付き商品券の事業ということ

で、これは当初に提案されてた商工会の通常やってはるやつとはまた別に、

国の経済政策でやられる分やと思うんですけれども、対象者はどういう方で、

予算の審議のときもありましたけど、まだ詳しいことはわからないというこ

とでしたから、何人ぐらい対象になるか。通知の方法。  

 それから、私が求めてたのは、券のデザインを通常の商工会が行われるプ

レミアム商品券と変えないようにと、どちらの券で買いに来られたかがわか

らないように、これは経済対策の券やなということがわからないようにする

べきやと言ってたんですけれども、そういう商工会との話し合い等はできて
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いるのかどうかお尋ねします。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   西田建設課長。  

理事（西田哲弥）   ３号線の関係でございます。工事の方は、３号線につき

ましては、来年度までかかる予定はしておりますが、今年度、最終的なアス

ファルト舗装等は検討中でございますけども、看板にありますとおりに、令

和２年３月末までにはしっかり通れるような状態にしたいというふうに思っ

ております。  

 以上でございます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   中坊住民福祉課長。  

住民福祉課長（中坊玲子）   ただいまの谷田みさお議員のご質問にお答えい

たします。  

 プレミアム付き商品券の対象者ですが、平成３１年１月１日時点の住民の

うち令和元年度の住民税が非課税である者、及び令和元年６月１日時点の住

民のうち平成２８年４月２日から令和元年９月３０日までに生まれた子ども

が属する世帯の世帯主が対象となっておりまして、対象者といたしましては、

低所得者世帯で約１，８６０人、子育て世帯で約１４０人、合計で２，００

０人と見込んでおります。通知の方法にいたしましては、従来行っておりま

した臨時福祉給付金と同じような形で、まず、税の情報と一緒に、対象とな

られると思われる方に対しまして、こういう制度がございますという周知と

申請書を送らせていただく予定となっております。  

 券のデザインにつきましては、以前にも低所得者の分とわからないように

というふうなことがありましたが、今回また商工会さんとこれからご相談を

させていただいて、今行われている商工会の券と混同されてしまうと換金事

務とかにも影響が出てくるので、そのあたりを商工会さんと協議させていた

だきたいと考えております。  

 以上です。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  
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 討論ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第２１号、令和元年度井手町一般会計補正予算（第１回）

を採決します。  

 議案第２１号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（岡田久雄）   挙手全員です。したがって、議案第２１号は原案のとお

り可決されました。  

 次に、日程第５、議案第２２号、令和元年度井手町介護保険特別会計補正

予算（第１回）を議題とします。  

 提出者から提案理由の説明を求めます。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   それでは、議案第２２号、令和元年度井手町介

護保険特別会計補正予算（第１回）につきましてご説明申し上げます。  

 令和元年度井手町の介護保険特別会計補正予算（第１回）は、次に定める

ところによる。  

 第１条、歳入歳出予算の補正の規定であります。保険事業勘定の歳入歳出

予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。  

 なお、今回の補正につきましては、介護保険法等の改正によりまして、介

護保険料の所得段階、第１段階のみの軽減が第１段階から第３段階までの軽

減に拡充されたことに伴い、所要額の補正を行うものであります。  

 それでは、５ページをお開きください。歳入歳出補正予算事項別明細書に

てご説明申し上げます。  

 歳入であります。１款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険

料、今回５３０万４，０００円を減額し、計１億６，２３１万円、現年度分

特別徴収保険料の４５７万２，０００円の減、現年度分普通徴収保険料の７

３万２，０００円の減であります。  

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、５目低所得者保険料軽減繰入金、今回

５３０万４，０００円を追加し、計７３９万３，０００円、現年度分の５３
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０万４，０００円であります。  

 次の６ページをごらんください。  

 歳出であります。２款保険給付費、１項保険給付費、１目介護サービス等

諸費、財源組み替えでありまして、財源内訳といたしまして、その他の４５

７万２，０００円の減、一般財源の４５７万２，０００円であります。２目

介護予防サービス等諸費、財源組み替えでありまして、財源内訳といたしま

して、その他の７３万２，０００円の減、一般財源の７３万２，０００円で

あります。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   これで提案理由の説明を終わります。  

 これから質疑を行います。  

 質疑ありませんか。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   谷田みさお議員。  

９番（谷田みさお）   今度、１号被保険者の保険料の低所得者分の軽減に係

る予算の支出なんですけれども、条例改正の質疑のときに、標準税率の何％

になるかというお話はしたんだけれども、それぞれの段階で何人の方が今回

対象になって、総額この額、５３０万４，０００円ということですが、第１

段階、第２段階、第３段階に分けるとそれぞれ影響額が幾らずつになるのか

ということを聞けなかったので、ご説明をお願いしたいと思います。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   寺井高齢福祉課長。  

高齢福祉課長（寺井佳孝）   谷田みさお議員のご質問にお答えいたします。 

 各軽減の件数と軽減額につきましては、平成３１年１月現在の数値で申し

上げますと、段階別、第１段階は６５７名で、金額にして５２９万６，７３

４円、第２段階につきましては、２３２名で１８７万３８４円、第３段階に

つきましては、１４０人で２２万５，６８０円となっております。合計いた

しますと、１，０２９名で７３９万２，７９８円を見込んでいるところでご

ざいます。  

 なお、当初予算では第１段階の軽減保険料６４８名で２０８万９，０００

円を予算計上しておりましたので、その分を除いた差額といたしまして５３

０万４，０００円を補正予算額として計上しているところでございます。  
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 以上です。  

議長（岡田久雄）   ほかに質疑ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   これで質疑を終わります。  

 これから討論を行います。  

 討論ありませんか。  

     （「なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第２２号、令和元年度井手町介護保険特別会計補正予算（第

１回）を採決します。  

 議案第２２号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手）  

議長（岡田久雄）   挙手全員です。したがって、議案第２２号は原案のとお

り可決されました。  

 次に、日程第６、平成３０年度城南土地開発公社（第１回）補正事業計画

に関する報告書、並びに平成３１年度城南土地開発公社事業計画に関する報

告書についてであります。  

 なお、本件につきましては、既に城南土地開発公社理事会で承認済みのも

のであり、井手町もこの公社に加入しております関係上、議員の皆様方にも

ご承知願っておきたいと考え、報告事項として日程に組み入れましたので、

理事者より説明を受けるにとどめたいと思います。  

 それでは報告願います。  

     （挙手する者あり）  

議長（岡田久雄）   花木企画財政課長。  

企画財政課長（花木秀章）   それでは、平成３０年度城南土地開発公社（第

１回）補正事業計画に関する報告書につきましてご説明申し上げます。  

 ２ページをごらんください。  

 平成３０年度城南土地開発公社（第１回）補正事業計画であります。公有

地取得事業、井手町分につきましてはございません。  

 次に、もう１冊の方、平成３１年度城南土地開発公社事業計画に関する報

告書につきましてご説明申し上げます。  

 ２ページをごらんください。  
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 平成３１年度城南土地開発公社事業計画であります。公有地取得事業、井

手町分はございません。  

 次に、公有地売却予定につきましても、井手町分はございません。  

 以上、簡単でありますが、説明にかえさせていただきます。  

議長（岡田久雄）   以上で日程第６を終わります。  

 次に、日程第７、議員派遣の件を議題とします。  

 お諮りします。議員派遣の件につきましては、お手元に配付しましたとお

り派遣することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件は、お

手元に配付しましたとおり派遣することに決定しました。  

 次に、日程第８、閉会中の継続調査の申し出についてを議題とします。  

 各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付しました

申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。  

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とする

ことにご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し

出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。  

 お諮りします。本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。会議

規則第７条の規定によって、本日で閉会したいと思います。異議ありません

か。  

     （「異議なし」の声あり）  

議長（岡田久雄）   異議なしと認めます。したがって、本定例会は本日で閉

会することに決定しました。  

 ここで、令和元年６月定例会を閉会するに当たりまして、町長より挨拶を

いたしたい旨、申し入れがありますので、これを許します。  

 汐見町長。  

町長（汐見明男）   発言の機会をいただきまして、まことにありがとうござ

います。  

 私の任期が８月２６日ということで、おそらく緊急にお集りいただくこと

がない限り、今任期中、皆様方とこの議場でお会いするのは本日が最後だと
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思っておりますので、この４年間のお礼を兼ねましてご挨拶をさせていただ

きます。  

 顧みますと、６期目の４年間も、町の主人公は住民であるとの認識のもと、

住民の方々からの貴重なご意見を聞かせていただき、それらを町政に反映し

ながら町政運営を進めてまいりました。おかげさまで、ご要望について、そ

の多くを実現することができましたし、より一層、井手町ならではの住民参

画によるまちづくりに取り組むことができましたことを大変うれしく思って

おります。  

 具体的な取り組み内容につきましては、一般質問でもお答えいたしており

ますので省略させていただきますが、事業面、財政面とも大きく前進をする

ことができました。これもひとえに国や京都府のご支援、議会や住民のご協

力のおかげであると心から感謝しているところであります。  

 特に、議員各位におかれましては、この４年間、提出いたしました議案に

つきまして、慎重ご審議をいただき、全て原案どおりご可決いただき、また、

事業の推進に当たってもさまざまな面でご協力いただきましたことに厚くお

礼を申し上げます。  

 これまでから申し上げておりますように、本町の最も大きな課題は人口の

減少をいかにして食いとめるかであります。そのためには利便性向上のため

のＪＲ奈良線の高速化・複線化事業、雇用創出や税収確保のための企業誘致、

住宅地をはじめ開発適地拡大のための国道２４号城陽井手木津川バイパス整

備の三つに加え、関連する市街地と新国道バイパスとを結ぶアクセス道路の

整備、新庁舎の建設、町主導の住宅開発、さらには商業施設の誘致など、早

期に実現させる必要があります。そういう意味では、これからの数年間は本

町にとって大変重要な時期になるものと思っております。  

 議員各位におかれましては、本町が抱えております課題解決に向けて、こ

れからも住民の代表としてより一層のお力添えを賜りますように、よろしく

お願いいたします。  

 結びになりましたが、この４年間、私に対しまして温かいご支援、ご協力

をいただきましたことに改めて厚くお礼を申し上げますとともに、議員各位

のご健勝、ご多幸、そしてますますのご活躍を心よりお祈り申し上げまして、

挨拶とさせていただきます。４年間、まことにありがとうございました。  

議長（岡田久雄）   汐見町長におかれましては、またこの議会でご一緒に会
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議をできるよう期待しております。よろしくお願いいたします。  

 これをもちまして本日の会議を閉じ、令和元年６月井手町議会定例会を閉

会します。  

 大変ご苦労さまでございました。  

     閉会  午前１１時０４分  
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名す

る。  

 

 

   議   長    岡  田  久  雄  

 

 

 

   署名議員    古  川  昭  義  

 

 

 

   署名議員    木  村  武  壽  
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